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「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
」は
発

足
か
ら
３
年
を
数
え
る
。栃
木
県
は
関

東
地
方
に
お
い
て
、面
積
は
６
、４
０
８
㎞

と
最
大
で
あ
る
の
に
対
し
て
人
口
は
２
、

０
１
５
千
人
と
最
も
少
な
く
、コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
形
成
す
る
大
学・短
期
大
学
等
の

高
等
教
育
機
関
も
18
に
と
ど
ま
る
。こ
の

こ
と
か
ら
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
先
進

地
域
で
あ
る
京
都
や
大
阪
の
よ
う
に
大

学
・
短
期
大
学
等
が
狭
い
範
囲
に
集
中

し
、学
生・教
職
員
が
簡
便
に
他
の
教
育

機
関
と
往
来
で
き
る
よ
う
な
環
境
と
は

異
な
って
い
る
。

　

今
年
度
は
単
位
互
換
に
関
す
る
包
括

協
定
を
結
ぶ
等
の
制
度
整
備
を
行
っ
た

が
、前
述
の
よ
う
な
地
理
的
な
制
約
か

ら
、実
際
に
利
用
で
き
る
教
育
機
関
は
限

ら
れ
て
く
る
し
、特
定
の
教
育
・
研
究
分

野
に
特
化
し
た
大
学
等
が
多
い
た
め
、自

ら
の
専
門
以
外
の
領
域
に
興
味・関
心
を

抱
く
と
こ
ろ
ま
で
成
熟
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

栃
木
県
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
、栃

木
県
な
ら
で
は
の
特
色
と
い
う
も
の
が
必

要
に
な
って
く
る
と
思
わ
れ
る
。そ
れ
は
勢

い
プ
ロ
ジ
ェク
ト
型
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

単
位
互
換
の
科
目
で
い
え
ば
、今
年
９

月
22
日
〜
24
日
に
宇
都
宮
大
学
と
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
が
主
催
し
て
実

施
し
た「
国
際
キ
ャ
リ
ア
合
宿
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
７
」で
あ
る
。夏
期
休
業
中
の
２

泊
３
日
の
合
宿
形
式
で
あ
っ
た
た
め
、県

内
の
宇
都
宮
大
学
、白
鷗
大
学
、国
際
医

療
福
祉
大
学（
い
ず
れ
も
単
位
認
定
校
）

に
と
ど
ま
ら
ず
東
京
大
学
、岩
手
県
立

大
学
、北
海
道
大
学
、山
口
大
学
、企
業

等
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
て
参
加
者
は
１

０
９
名
に
上
っ
た
。宇
都
宮
大
学
の
過
去

３
か
年
の
ご
努
力
の
蓄
積
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
で
あ
る
が
、県
内
各
大
学
等
の
参
加

に
よ
っ
て
一
層
の
広
が
り
と
膨
ら
み
を
見

せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。今
後
よ
り
多
く

の
大
学
等
の
参
加
を
望
む
と
と
も
に
、こ

れ
に
続
く
企
画
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
を

願
って
い
る
。

　

ま
た
、10
月
29
日
の
理
事
会
で
も
報
告

さ
れ
た
が
、宇
都
宮
共
和
大
学
の
須
賀
学

長
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た「
と
ち
ぎ
元

気
な
森
づ
く
り
県
民
会
議
」に
当
会
と

し
て
協
力
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。各

大
学
の
専
門
領
域
に
関
わ
る
事
項
の
み

な
ら
ず
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化

等
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
今
後
の
展
開
を
考

え
た
と
き
、平
成
20
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
で
年
間
50
億
円
が
予
算
化
さ
れ
る

「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」は
、地

方
の
国
公
私
立
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

活
性
化
に
大
き
な
呼
び
水
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。県
内
教
育
研
究
環
境

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
は
じ
め
、実
の
あ

る
地
域
振
興
や
知
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
等
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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宇
都
宮
大
学
で
は
、〝
国
際
キ
ャ

リ
ア
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
７
〞 

を

９
月
22
日（
土
）か
ら
24
日（
月
）ま

で
、合
宿
に
よ
り
開
催
し
た
。今
回

で
４
回
目
と
な
る
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、「
国
際
舞
台
で

活
躍
を
め
ざ
す
若
者
た
ち
へ
」を

テ
ー
マ
に
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

ち
ぎ
や
、白
鷗
大
学
、国
際
医
療
福

祉
大
学
等
の
協
力
大
学
、ま
た
、国

際
協
力
機
構
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
、い
っ
く
ら
国
際
文
化
交
流
会
等

の
後
援
、協
力
を
得
て
実
施
さ
れ

た
。実
行
委
員
会
に
は
、栃
木
県
職

員
、白
鷗
大
学
教
員
、市
民
団
体
代

表
者
、国
際
協
力
機
構
職
員
、宇
都

宮
大
学
生
も
加
わ
り
、企
画
委
員

会
、実
行
委
員
会
の
企
画
運
営
の

下
に
、教
職
員
、学
生
が
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
た
。

　

開
講
に
あ
た
り
、
菅
野
長
右
ェ
門

宇
都
宮
大
学
長
か
ら
、「
急
速
な
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
よ
り
日
本

社
会
の
国
際
化
も
急
速
に
進
行
し

て
い
る
が
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
で
働
く
日
本
人
の
数
は
、
日
本
の

国
力
に
比
し
て
決
し
て
多
く
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、国
際
学
部
を

有
す
る
宇
都
宮
大
学
が
、
国
際
舞

台
で
活
躍
す
る
人
材
の
養
成
に
向

け
て
、
国
際
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践

す
る
こ
と
の
意
義
は
大
変
大
き
い
。

地
域
の
諸
団
体
と
の
協
力
の
も
と

に
企
画
し
、
栃
木
県
内
外
の
学
生
・

青
年
・
社
会
人
を
対
象
に
本
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

有
意
義
だ
」
と
す
る
旨
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
２
泊
３
日
の
合
宿
形

式
で
行
わ
れ
、
講
師
に
は
、
国
連
職

員
や
、日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
、国
際
的
諸
活
動
の
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
９
名
を
迎
え
、

講
義
及
び
分
科
会
、パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、

全
体
発
表
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

な
お
、
国
際
キ
ャ
リ
ア
合
宿
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
宇
都
宮
大
学
の
ほ
か
、

白
鷗
大
学
、国
際
医
療
福
祉
大
学
、

東
京
大
学
、岩
手
県
立
大
学
、北
海

道
大
学
、
山
口
大
学
な
ど
の
県
内

外
の
大
学
及
び
企
業
等
か
ら
１
０

９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。特
に
、
宇
都

宮
大
学
、白
鷗
大
学
、国
際
医
療
福

祉
大
学
の
学
生
に
は
、
単
位
認
定

を
行
っ
て
お
り
、
好
評
を
得
た
。ま

た
、
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
講
義
や

演
習
終
了
後
も
講
師
た
ち
と
夜
を

徹
し
て
語
り
合
う
姿
も
見
ら
れ
、充

実
し
た
３
日
間
を
過
ご
せ
た
と
の
多

く
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

“国際キャリア合宿セミナー２００７”
宇都宮大学

を開催








